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風早建設株式会社

代表取締役　片岡　真連

【 本 社 】 〒430-0842 静岡県浜松市南区大柳町487番地の5

【福塚作業 所】 〒430-0843 静岡県浜松市南区福塚町89番地の2

【 Tel 】 053-426-3637

【 Fax 】 053-426-0376

【 mail 】 info@kazahaya-k.co.jp

環境管理責任者：古橋　大輔
【 Tel 】 053-426-3637

【 Fax 】 053-426-0376

【 携 帯 】 090-1470-7317

【 mail 】 d-furuhashi@kazahaya-k.co.jp

　    1984年11月・・・法人設立
❒　 2002年10月・・・ISO9001取得
❒　 2007年 7月・・・浜松市・浜松土木事務所　災害協定締結　
❒　 2009年 3月・・・下水道イメージアップコンクール優秀賞受賞
❒　 2010年 3月・・・下水道イメージアップコンクール最優秀賞受賞
❒　 2010年 3月・・・エコアクション21取得
❒　 2011年 3月・・・下水道イメージアップコンクール優秀賞受賞
❒　 2012年 3月・・・下水道イメージアップコンクール最優秀賞受賞
❒　 2014年 3月・・・下水道イメージアップコンクール最優秀賞受賞
❒　 2015年 3月・・・下水道イメージアップコンクール優秀賞受賞
❒　 2016年 3月・・・下水道イメージアップコンクール最優秀賞受賞
❒　 2017年 3月・・・下水道イメージアップコンクール最優秀賞受賞
❒　 2018年 3月・・・下水道イメージアップコンクール優秀賞受賞
❒　 2019年 3月・・・下水道イメージアップコンクール最優秀賞受賞
❒　 2022年 3月・・・下水道イメージアップコンクール優秀賞受賞

資本金・・・20百万円
従業員・・・27名
売上高・・・642百万円
　　　　　　 （2021年8月～2022年7月）
決算月・・・7月
敷地面積・・・　977．99㎡

　

風早建設株式会社・カザマテック株式会社

①　組織の概要　－風早建設株式会社ー

会社所在地

環境管理責任者と連絡先

事　業　内　容

事業規模

沿　革

静岡県知事許可（特-3）第22596号　　許可有効期限　2026年4月17日　
本社/大柳作業所/福塚作業所

総合建設業(土木、とび・土工、石、鋼構造物、ほ装、しゅんせつ、塗装、造園、水道施設、管工事業)

-１-

事業所及び代表者名

福塚

ファミリーマート浜松

定温センター

福塚町公民

当社新社屋

寺脇町
福塚町

至 豊橋

R1



カザマテック株式会社

代表取締役　片岡　絵美

【 本 社 】 〒430-0843 静岡県浜松市南区福塚町89番地の2

【 作 業 所 】 〒430-0843 静岡県浜松市南区福塚町89番地の2

【 Tel 】 053-401-5087
【 Fax 】 053-401-5088
【 mail 】 info@kazamatec.co.jp

環境管理責任者：片岡　絵美
【 Tel 】 053-401-5087
【 Fax 】 053-401-5088
【 mail 】 info@kazamatec.co.jp

　    2018年5月・・・法人設立
❐　    2020年6月・・・エコアクション２１取得
❐　    2022年3月・・・下水道イメージアップコンクール特別賞受賞

資本金・・・5百万円
従業員・・・5名
売上高・・・83百万円
　　　　　　 （2021年8月～2022年7月）
決算月・・・7月
敷地面積・・・977.99㎡

風早建設株式会社・カザマテック株式会社

静岡県知事許可（般-30）第39364号　　許可有効期限　2023年7月30日　

ーカザマテック株式会社ー

事業所及び代表者名

会社所在地

環境保全関係の責任者連絡先

事　業　内　容

-２－

沿革

事業規模

本社/福塚作業所
総合建設業(土木、とび・土工、石、鋼構造物、ほ装、しゅんせつ、塗装、水道施設、管工事業)

福塚

ファミリーマート浜松

定温センター

福塚町公民

当社新社屋

寺脇町
福塚町

至 豊橋

R1



（1） 対象範囲　　風早建設株式会社、カザマテック株式会社

（2） 対象組織　　風早建設株式会社 ― 本社、大柳作業所、福塚作業所

　　           カザマテック株式会社 ― 本社、福塚作業所　　　　　　

（3） 対象活動　　総合建設業（土木、とび・土工、石、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、塗装、造園、水道施設、管工事業）

（4） 実施体制図及び役割・責任・権限表

〇実施体制図

②役割・責任・権限表

　❒環境経営に関する統括責任

　❒環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

　❒環境経営システムの実施に必要な人、設備等を準備

　❒経営における課題とチャンスの明確化

　❒環境経営目標・環境経営計画書を承認

風早建設株式会社・カザマテック株式会社

役割・責任・権限

常務取締役　古橋　大輔

　❒環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況のチェック

　・運用し、その状況を代表者へ報告

　❒環境管理責任者として、環境経営システムを構築

　❒効果的な推進体制の構築と全従業員への周知

　❒環境管理責任者の任命

カザマテック㈱ 風早建設㈱

カザマテック㈱
全従業員

風早建設㈱
全従業員

　❒現場作業者に環境方針に基づいた指導教育を行う

　❒緊急時・苦情等の対応

　❒事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策の策定

　❒取り組みに必要な場合の手順書案

　❒産廃管理責任者として、産業廃棄物関係全体の管理

代表者

環境管理責任者
常務取締役　古橋　大輔

事務　小栁　静香

②　対象範囲（認証・登録範囲）及び実施体制

現場代理人 現場代理人

総務　片岡　和子
環境事務局

事務　鈴木　恵梨子
事務　小林　瑞希

代表取締役　片岡　真連

代表取締役　片岡　絵美

部門環境管理責任者（カザマテック㈱） 部門環境管理責任者（風早建設㈱）

現場代理人

担当者

環境管理責任者

代表者

－３－

全従業員
　❒環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

　❒決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

風早建設㈱ 　❒環境改善への意見提案や環境問題・異常時の上司へ

カザマテック㈱ 　の報告

環境事務局

　❒事務所・現場の電力・燃料・水使用量の管理

　❒ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理・集計

　及び一般廃棄物の管理



１） 　環境マネジメントシステムの構築を図り、その適切な運用により環境保護に結びつくよう、

　継続的な改善を目指します。

２） 　当社が行う事業活動において、環境に影響を及ぼす要因の中で次の事を課題とチャンス

　 　とし、取り組みます。

　

① 環境配慮商品・サービスの提供並びに施工の推進

② 電力・燃料の消費に伴うＣＯ2排出量の削減
　 　
③ 事業活動における廃棄物排出の削減・再使用・再利用の推進

　
④ グリーン商品の購入推進
　 　
⑤ 水資源使用量の削減

⑥ 地域貢献・ボランティア活動への参加

３） 　環境に関する法律、規制及び組織が認める外部からの要求事項を遵守します。

　

　

  代表取締役　片岡　真連 ㊞

　
　

  代表取締役　片岡　絵美 ㊞

風早建設株式会社・カザマテック株式会社

③　環境経営方針

　　　 　 　　風早建設株式会社・カザマテック株式会社は、「地域社会への貢献」を経営理念とし、

　　　   　品質の維持向上、原価低減、新技術の導入をし、自然環境の保護、さらには地球環境保護に

　　　  　積極的に取り組むことにより 社会に貢献できる企業を目指します。

環　境　経　営　方　針

基　本　理　念

カ ザ マ テ ッ ク 株 式 会 社

-4-

改　定　日　２０２１年　８月１日

以上、この環境経営は企業活動における最大のチャンスと捉え、継続的な改善へ取り組み
従業員全員に周知徹底し、豊かで快適な環境づくりを目指して参ります。

制　定　日　２００９年１１月１日

風 早 建 設 株 式 会 社



基準年度 目標 前年度より目標 前年度より目標 前年度より目標 前年度より目標

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 活動計画　 責任者

2020.8～2021.7 2021.8～2022.7 2022.8～2023.7 2023.8～2024.7 2024.8～2025.7 2025.8～2026.7 　 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

17,149.00 -0.5% -0.5% -0.5% -0.5% -0.5% ①節電運動展開（呼掛け・省エネ表示等）

4,495.00 -0.5% -0.5% -0.5% -0.5% -0.5% ②不在時は照明を消灯、空調を止める

現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 ③空調の温度管理・フィルター清掃

現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 ④エアコン簡易点検の実施 現場責任者

⑤ソーラー灯の使用促進

⑥エコドライブの推進

　　急加速・急停止の防止

　　タイヤ空気圧を定期的に調整

　　アイドリングストップの呼掛け

　　過積載防止

2,413.70 ⑦現場・事業所での、廃棄物削減（再資源化率98％以上目指す）

風早約2,200t
ｶｻﾞﾏﾃｯｸ約200ｔ

⑧建設副産物の再生利用の推進(リブ管等）

⑨分別の徹底 　

⑩不要紙類の資源ゴミ化の徹底（古紙は回収業者へ） 　

⑪ミスコピー軽減・裏紙使用（裏紙コピー・メモ用紙に再利用等）

⑫ペーパーレスの推進 古橋大輔

⑬節水活動の推進（呼掛け・節水表示）

⑭蛇口の節水こまを定期的に点検

⑮雨水タンクの管理活用

⑯現場にてバイオトイレの管理活用 現場責任者

古橋大輔  

小栁静香  

小栁静香

古橋大輔

米山龍一郎  

小林瑞希  

　

風早建設株式会社

事業活動における環境配慮の推進

●使用機材等の振動・騒音を計測機にて定期的にチェック

現場責任者●レンタル品も含め、低騒音機械等の使用

●現場近隣住民へ車の防じんカバーを配布する

－５－

事務用品・建設資材等の
グリーン商品の購入推進

●事務用品→リサイクル商品使用（コピー機トナーなど）環境ラベル（エコマークなど）商品使用購入推進

●建設資材→リサイクル材や県の推奨品使用

地域貢献・ボランティア活動

●芳川クリーン作戦への参加(　　　　)現場・自社周辺クリーン活動(　　　　)  

●現場事務所にＡＥＤ設置（地域の方々にも提供）・かけこみ110番・エコキャップ運動の推進

-0.5% -0.5%
片岡和子

ＣＯ２排出量削減
●ハイブリットカーや低騒音・低振動型重機へ切替える

●事務所の照明器具をＬＥＤへ切替える

 水使用
量の削

減

水使用量

（㎥） 140.00 -0.5% -0.5% -0.5%

米山龍一郎

ｺﾋﾟｰ枚数

（g） 648,049.60 -0.5% -0.5% -0.5% -0.5% -0.5%

-0.5%

鈴木恵梨子

ｺﾋﾟｰ用紙

ﾘｻｲｸﾙ率 95% 98%以上 98%以上 98%以上 98%以上

現状維持

-0.5%

現状維持

-0.5% -0.5%

④　環境目標及び環境活動計画　

項目
活動計画スケジュール

電気使用量

（ｋｗｈ）

現状維持

小栁静香

Lpg使用量

（ｋｇ）

現状維持現状維持

小林伸行
軽油使用量

（ℓ） 45,130.46

CO2

総排出量

（kg-Co2）

※灯油を含める

ｶﾞｿﾘﾝ使用量

（ℓ） 10,174.39 現状維持

現状維持 現状維持

-0.5% -0.5%

産業
廃棄物
排出量
の削減

産業

廃棄物

排出量（ｔ）
-0.5% -0.5%

98%以上

-0.5% -0.5%

ＣＯ2
排出量
削減
（kg-
Co2）

140.00

148,808.67

現状維持

現状維持



2021年 2021年 2021年 2021年 2021年 2022年 2022年 2022年 2022年 2022年 2022年 2022年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

事
務
所

1,307.00 1,098.00 966.00 1,066.00 1,782.00 3,075.00 2,604.00 1,468.00 1,312.00 837.00 773.00 1,304.00

現
場 398.00 283.00 269.00 303.00 549.00 207.00 15.00 3.00 29.00 7.00 3.00 27.00

40.00 50.00 50.00

744.40 817.99 978.24 724.07 873.75 738.02 578.73 712.39 601.22 588.17 695.40 1,013.68

3,390.85 3,751.76 3,446.88 3,230.84 3,630.53 2,792.39 3,152.65 4,026.46 2,540.52 2,686.99 3,696.53 3,930.21

11,136.94 12,113.11 11,761.65 10,546.58 12,298.30 10,339.99 10,492.66 12,611.76 8,664.52 8,624.46 11,451.46 13,008.11

68,266.00 57,890.80 56,218.80 62,563.60 54,788.80 49,033.60 62,739.60 53,213.60 50,846.40 56,188.00 40,123.60 87,916.40

水使用
量削減 25.00 23.00 29.00 26.00 29.00 25.00140.00 139.30 23.22

92%95% 98%以上 95% 95% 93%

648,049.60 644,825.47 53,735.46

95% 94% 95%
年間平均ﾘｻｲｸﾙ率

96%
94%

92%

Lpg使用量（ｋｇ）

ｶﾞｿﾘﾝ使用量（ℓ）

軽油使用量（ℓ）

項目

CO2総排出量
（kg-Co2）

※灯油を含める

産業廃棄物排出量（ｔ）

ｺﾋﾟｰ枚数（g）

ｺﾋﾟｰ用紙ﾘｻｲｸﾙ率

ＣＯ2
排出量
削減

（kg-Co2）

廃棄物
排出量
削減

140.00 100%140.00 140.00 11.67

98% 以上

97%

214%

10,174.39 10,174.39 9,066.06 112%

45,130.46 45,130.46 3,760.87

847.87

40,276.61 112%

148,808.67 148,068.33 12,339.03 111%133,049.54

⑤　環境目標の実績　

基準年度
年間目標 月平均目標

2022年度
目標

達成率
2021.8～2022.7 累計

372.72

電気使用量（ｋｗｈ）

17,592.00

2,093.00

17,149.00

4,495.00

17,063.68

4,472.64

1,421.97

－６－
　風早建設株式会社

89%

事務用品・建設資材等のグリーン商品の購入推進 ○
地域貢献・ボランティア活動 ○

事業活動における環境配慮の推進 ○
節水に努める

157.00

※電気使用量の二酸化炭素排出量算出には、2021年度排出係数0.388（中部電力ミライズ㈱）を使用しました

○

水使用量(㎥)

目標の全体評価
現場における電気、軽油、プロパンガスの使用量を大幅に削減できました。今後も継続し
て取り組んで参ります。また、事務所に関しましてはオンラインでの講座受講等により印刷
物の増加、事務所での作業時間の増加もあり、目標を達成できませんでした。改めて、事
務所内での節電・節水等を推進してまいりたいと思います。

94% 94% 95%96%

699,789.20 92%

94%
2,558.81

2,413.70 2,401.69 200.14 124.76 180.03 247.13 743.74 118.20 74.67 177.90 148.24 117.08 51.18 332.37 243.52
風早約2,350t

ｶｻﾞﾏﾃｯｸ約200ｔ



⑤-１　環境目標の実績（グラフ）　

－７－
　風早建設株式会社
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⑤-２　環境目標の実績（グラフ）　

－８－
　風早建設株式会社
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★達成状況の評価　　　　　　　　○：よくできた　△：あまりできなかった　×：できなかった

実施状況 次年度項目

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続向上

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続向上

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

風早建設株式会社・カザマテック株式会社

事務用品→リサイクル商品使用（コピー機トナーなど）　環境ラベル（エコ
マークなど）商品使用購入推進
建設資材→リサイクル材や県の推奨品使用

芳川クリーン作戦への参加

現場・自社周辺クリーン活動

事務用品のグリーン商品購入に配慮しました。建設
資材に関しても配慮し、今後も使用率向上を目指し
ます。

❒　事務用品・建設資材等のグリーン商品の購入推進

❒　地域貢献・ボランティア

－９－

現場事務所にＡＥＤ設置（地域の方々にも提供）

かけこみ110番

エコキャップ運動の推進

今期も現場周辺のクリーン活動等積極的に参加し、
地元の方々と交流する機会が多く、地域に貢献でき
ました。また、エコキャップ運動ですが、新たに事務
所入り口に専用の容器を設置し協力を呼び掛け、イ
オン市野店へ定期的に寄付を開始しました。

次年度も引き続き、環境に配慮した工事の推進を強化したいと思います。引続
き、事務用品のグリーン商品購入の推進や、ペーパーレス推進強化、その他全
体的目標の継続向上を目指します。

❒　事業活動における環境配慮の推進

使用機材等の振動・騒音を計測機にて定期的にチェック

レンタル品も含め、低騒音機械等の使用

次年度重点取組項目

現場近隣住民へ車の防じんカバーを配布する

使用機材等の振動・騒音計測チェックや低騒音機械
等の使用も定着。現場近隣住民への車の防じんカ
バー配布も継続中。まわりへの配慮にもつながって
います。

⑥　環境経営計画の取組結果とその評価・次年度項目

③空調の温度管理・フィルター清掃

空調・節電管理も引続きしっかりできました。ブライ
ンドの有効活用、クール・ウォームビズなど、社員一
人一人の工夫も結果に結びついていると思われま
す。ソーラー灯の使用もほぼ定着し、節電につなが
りました。

　　急加速・急停止の防止

　　タイヤ空気圧を定期的に調整

環境活動計画 評価

①節電運動展開（呼掛け・省エネ表示等）

②不在時は照明を消灯、空調を止める

❒　ＣＯ２排出量削減

社員安全教育や毎朝出発前の確認・呼掛け、作業
中や社内駐車中のアイドリングストップも徹底されて
いて、エコドライブはほぼ定着。車内での空調管理
等も、軽油使用量の減少につながっていると思いま
す。社員一人一人のエコ意識向上の成果です。

④ソーラー灯の使用促進

⑤エコドライブの推進

　　アイドリングストップの呼掛け

❒　水使用量削減

現場・事業所での、廃棄物削減の管理徹底（再資源化率98％以上目指す）

⑥建設副産物の再生利用の推進（リブ管等）

⑦分別の徹底

⑩ペーパーレスの推進

ハイブリットカーや低騒音・低振動型重機へ切替える

❒　廃棄物排出量削減

　　過積載防止

工事量の大幅増加により、排出量が増加しました。
引続き、廃棄物排出量の削減への取組みの継続維
持、現場責任者の管理・呼びかけの徹底により、残
材再生利用の定着、現場での産廃分別もしっかり出
来ています。
工事量の大幅増加の為、コピー枚数が増加しました
が、ミスコピーの減少・裏紙使用率共に維持できて
います。自社工事等は、電子納品も増えてきている
ので、ペーパーレスの推進は今後も課題とします。

今期は切替出来ませんでした。

⑧不要紙類の資源ゴミ化の徹底（古紙は回収業者へ）

⑨ミスコピー軽減・裏紙使用（裏紙コピー・メモ用紙に再利用等）

⑭現場にてバイオトイレの管理活用

会社内の節水意識も定着。雨水タンクの利用や現
場でのバイオトイレの活用も、水使用量の削減に一
役買いました。現場責任者の管理徹底等、今後も維
持継続。

⑪節水活動の推進（呼掛け・節水表示）

⑫蛇口の節水こまを定期的に点検

⑬雨水タンクの管理活用



　　【　当社のエコや地域交流への取り組み　】

　　★ＳＷ付タップの使用・エアコンの温度徹底管理 ★太陽光発電による

　　　雨水タンクやバイオトイレの活用 　発電量・CO2削減量の見える化

 

　　★コピー用紙の裏紙使用・古紙類の業者持ち込み 　　★残材の再利用・廃棄を分別するコンテナ設置

　 　

　行っています

 

　　★余ったリブ管はフラワーポットとして再利用継続中。現場に彩りを添え、近隣の方々へ無料配布しています

　　また工事看板に太陽ソーラーを使った電灯や音声案内機を設置し、歩行者の皆様にアピールしたり、環境に配慮しました

　　★現場周辺や地域の清掃活動に積極的に参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　★現場での騒音・振動チェック

 

  　★かけこみ110番を実施、AEDや熱中症対策グッズを常備。毎年カーボンオフセットハガキ 　★令和3年度　下水道工事

　　の年賀状や風早結新聞を発行、意見箱設置など地域の方々との交流を大切にしています 　イメージアップ表彰を受賞しました

風早建設株式会社・カザマテック株式会社

⑦　活動内容の紹介

下水道工事を

－１０－



（１）当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

 

（２）違反・訴訟等

上記の他、大気汚染・水質汚濁・土壌汚染・悪臭等、環境に負荷を与える

違反は無く、また、過去３年間、関係機関からの指摘、訴訟等はありません。

以上

遵守確認日

遵守者

風早建設株式会社・カザマテック株式会社

－１１－

当年度該当なし

家電リサイクル法

遵守

適正処理

2022年9月10日

古橋　大輔

下水道法
公共下水道への排出
規制基準の遵守 遵守

労働安全衛生法

特定家庭用機器の適正廃棄

浜松市環境基本条例

自動車リサイクル法
自動車の廃車時における適正処理
リサイクルおよび再資源化の推進

パソコン・ディスプレイの適正廃棄

遵守
産業廃棄物管理責任者の選任
産業廃棄物処理委託先の委託前及び定期的現地確認

浜松市産業廃棄物の
適正な処理に関する
条例

静岡県環境基本条例 事業者の責務（静岡県が実施する環境施策への協力等）

遵守
地球環境保全・公害の防止
環境への負荷の低減
事業者の責務（浜松市が実施する環境施策への協力等）

　⑧　環境関連法規制への違反、訴訟等の有無　

適用内容 遵守状況

廃棄物処理法

マニュフェストの管理・交付状況の報告
収集運搬・処分許可業者との委託契約
廃棄物置き場の表示、飛散・流出防止
廃棄物の適正な処理・管理
運搬基準の遵守
発注者への報告
1000t以上排出した場合、処理計画と実施状況報告書を提出

適正処理
遵守

法規制等の名称

適正処理
遵守

フロン排出抑制法 業務用エアコンとエアコン搭載重機の簡易点検及び廃棄時適正処理 遵守

遵守

建設リサイクル法

分別解体と建設廃材の再資源化等の促進
対象建設工事の届出に係る発注者への事前計画等の説明
対象建設工事の分別解体の実施と報告
建設業等を営む者の責務
下請負人に対する元請業者の指導

資源有効利用促進法 当年度該当なし

遵守

騒音・振動規制法 特定建設作業開始の届出と規制基準の遵守
届出該当なし
規制値遵守

排出ガス対策型建設
機械普及促進規程

排出ガス対策型重機の使用

通知対象物質の取り扱いに関する内容の労働者への周知等
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風早建設株式会社・カザマテック株式会社

⑨　代表者による評価と見直し・指示

管理責任者からによる見直しの情報
作成年月日 2022年10月11日

作成者氏名 古橋　大輔

取引先、業界、関連行政機
関、その他の外部動向

自社物件工事では電子マニフェストの適用済。情報共有
システムを1物件活用中、移動時間が削減されている。

見
直
し
関
連
情
報

項　目 確認（必要に応じ評価・コメントを記載）

EA21文書 問題なし

環境経営目標及び目標達成
状況

現場でのエネルギー使用量が大幅に削減できた。

環境経営計画及び取組実施
状況

受注工事の電子納品化が促進できている。地域貢献活
動は継続して評価されている。

環境関連法要求一覧及び遵
守状況

問題なし

外部とのコミュニケーション 環境事務局がメールによる連絡を行っている。

問題点の是正・予防処置の
実施状況

予防処置が2件立案されている。効果はすでに確認済
み。

その他 特にありません

代
表
者
に
よ
る
全
体
の
評
価
と
見
直
し
の
指
示

全体評価・コメント（環境経営システムの有効性、環境への取組みの適切性等）

見直し項目 変更の必要性 変更【有】の場合の指示事項等

環境経営方針 有　・　無

環境経営目標・計画 有　・　無

環境経営計画と取組
み項目

有　・　無

2022年10月14日

環境に関する組織 有　・　無

その他のシステム要
素

有　・　無

その他（外部への対
応等）

有　・　無
ICT施工による施工効率化を図り排出ガス等を削減す
る事。情報共有システムの活用や遠隔臨場を他現場
にも水平展開を図る事。

全体評価

2010年に認証取得し、現在まで引き続き活動し12年が経過しました。
令和3年度の結果については環境目標を達成し、大幅に削減できた項目
もありました。
とりわけ電気使用量削減及びガソリン・軽油使用量削減の目標達成は意
識的な浸透効果が大きいものと思われます。
全体的には概ね目標を達成しており評価しています。
以上のことから、環境方針は適正と判断しており、現状の実施体制で活
動を継続していくものとします。

-１２-

風早建設株式会社
代表取締役　片岡　真連

カザマテック株式会社
代表取締役　片岡　絵美


